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連結PL：2018年1-9月累計 

Q1～Q3実績 前年比 

粗利改善と販管費の削減効果により営業利益・EBITDAは約5億円程度改善、 
一方で売上減のインパクトが大きく営業利益は赤字が継続 

前年差 

414 売上高 93% ▲28.8 

売上総利益 203 100% +0.3 

販管費 225 98% ▲5.2 

営業利益 -22.6 - ＋5.5 

経常利益 -22.1 - +7.2 

当期純利益 15.6 - +30.2 

EBITDA -17.1 - +5.5 

単位（億円） 
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主要財務KPI: 2018年1-9月累計 
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Q1～Q3実績 前年実績 前年差 

49.0% 売上総利益率 45.7% +3.3% 

販管費比率 54.4% 52.1% +2.4% 

営業利益率 -5.5% -6.4% +0.9% 

当期純利益率 3.8% -3.3% +7.1% 

EBITDA% -5.1% +1.0% -4.1% 

売上総利益率は前年から大きく改善するも販管費比率が悪化 
結果として営業利益、EBITDA％は1%程度改善 
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連結PL：2018年第3四半期（7-9月） 

Q3実績 前年比 

売上・売上総利益は前年比較で改善傾向、一方で売上拡大を狙ったマーケティング 
の積極投資による販管費増加の結果、営業利益・EBITDAは前年を下回る 

前年差 

121 売上高 98% ▲2.6 

売上総利益 59.7 100% ▲0.3 

販管費 74.2 103% +2.4 

営業利益 -14.5 - ▲2.6 

経常利益 -14.7 - ▲2.5 

当期純利益 -14.5 - ▲2.0 

EBITDA -12.5 - ▲2.4 

単位（億円） 
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連結PL：2018年第3四半期（販管費内訳) 

5 

Q3販管費実績（単位:百万） 

商売の最盛期である第４四半期の売上高拡大を狙い、これまで抑えていた 
マーケティング投資を積極化、前年比較で約2億円の追加投資を実施 

2018Q3 2017Q3 前年差

人件費 4,359 4,435 -77

業務委託費 751 749 2

不動産賃借料 729 739 -9

広告宣伝費 580 381 199

物流費 187 150 37

減価償却費 167 147 20

修繕費 83 66 17

販売手数料 116 106 10

租税公課 108 124 -17

その他 343 291 53

7,423 7,187 236
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連結BS 
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商売の最盛期である第4四半期前に商品入荷増等により現金及び預金が減少 

2018年 2018年

6月末 9月末 差額

現金及び預金 25,953 18,942 ▲ 7,011

受取手形及び売掛金 5,016 4,577 ▲ 439

商品及び製品 11,388 15,333 3,945

その他 1,507 2,080 573

　　流動資産合計 43,864 40,932 ▲ 2,931

建物及び構築物 2,350 5,198 2,848

土地 7,335 7,335 0

その他 2,969 1,247 ▲ 1,722

　有形固定資産合計 12,654 13,780 1,126

　無形固定資産 3,211 3,106 ▲ 105

投資有価証券 15,598 16,063 465

敷金及び保証金 2,337 2,458 121

その他 357 349 ▲ 8

　投資その他の資産合計 18,292 18,870 578

　　固定資産合計 34,158 35,757 1,599

資産合計 78,022 76,690 ▲ 1,332

2018年 2018年

6月末 9月末 差額

支払手形及び買掛金 6,955 8,522 1,567

未払法人税等 593 203 ▲ 390

その他 10,398 5,783 ▲ 4,615

　　流動負債合計 17,946 14,508 ▲ 3,438

長期借入金 3,057 8,072 5,015

繰延税金負債 2,649 2,782 133

退職給付に係る負債 2,425 273 ▲ 2,152

その他 996 1,054 58

　　固定負債合計 9,127 12,181 3,054

資本金 15,002 15,002 0

資本剰余金 10,060 10,060 0

利益剰余金 19,905 18,460 ▲ 1,445

自己株式 ▲ 249 ▲ 250 ▲ 1

　　株主資本合計 44,718 43,272 ▲ 1,446

その他有価証券評価差額金 5,948 6,384 436

退職給付に係る調整累計額 374 437 63

その他 ▲ 189 ▲ 196 ▲ 7

　　その他の包括利益累計額合計 6,133 6,625 492

　　被支配株主持分 96 102 6

　　純資産合計 50,948 50,000 ▲ 948

　負債純資産合計 78,022 76,690 ▲ 1,332
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その他：希望退職募集に伴う特別損失について 
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9月21日開示資料におきまして、特別損失の金額を、第3四半期の決算発表にて 
お知らせする予定にしておりました。しかしながら、 
 

1. 今回の希望退職が大量退職に該当する可能性があること 
2. その場合未認識数理計算上の差異を一括して損失計上すること 

 
等により、この時点で合理的な損失額を見積もることが困難であることが 
判明したため、希望退職の趨勢が判明する12月以降において、あらためて業績の 
見通しについてお知らせいたします。 
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内容 
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2018年第３四半期累計期間決算説明 

 

今後の成長戦略について 
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SIP-2017:2018年下期以降の進め方 
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18年通期修正計画に伴う19年度定量計画値の見直し 
• 成長戦略の方向性（ブランディング強化/直営強化/デジタル強化)は継続 2019年修正 

計画策定 

修正計画 
達成のため
の実行施策 

成長戦略 

構造改革 

既存事業のテコ入れ施策、直営・デジタル戦略加速に向けた 
実行施策・投資計画 
• 特に現状課題となっているトップライン成長に注力 
• ブランディング/マーケティング、IT/デジタル、新規出店・改装に 

対する積極投資 

仮に現状の売上ベースでも確実に黒字化達成できるコスト構造改革 
• 固定費圧縮（更なる筋肉質化） 
戦略実行を担保するための組織・人事・評価制度の抜本見直し 
• 計画未達要因に対する責任所在の明確化 
• 外部プロフェッショナル人材の積極登用 

2018年下期およびSIP-2017最終年度の2019年の巻き返しに向けた 
成長戦略・構造改革施策、および2019年修正計画についてご説明差し上げたい 

2018年上期決算発表時ご報告内容 
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三陽が目指すべき方向性 
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 “お客様価値の創造” と “お客様価値の最大化” 
• お客様のニーズと期待に応え、常にお客様にとって価値のある 

“商品・売場環境・接客/サービス・コミュニケーション”を創造し提供する 
⁻ 価値創造・最大化のためのデジタルトランスフォーメーション(DX)の推進 

• 「サステナビリティ」を意識した事業展開で“持続可能な社会の実現”を目指す      

経営理念 
ファッションを通じ美しく豊かな生活文化を創造し、社会の発展に貢献する 

お客様 

商品 
接客・ 

サービス 

コミュニ
ケーション 

売場 
環境 DXの推進 

持続可能な社会の実現 
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Future Sanyo Vision 
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① 世界に誇るクラフトマンシップを強みとし、ブランディングとマーケティングの強化を 
通じたプレミアムブランド化 

② バリューチェーン全領域でのデジタルトランスフォーメーションの推進 

③ 積極的なM&A・資本業務提携を通じた成長加速 

【重点戦略】 

ジャパン・プレミアム・ファッションカンパニー 

• 日本のクラフトマンシップに基づく、圧倒的なモノづくりの実現 

- 製造工程の一部/全部を日本に置き、日本固有のクラフトマンシップに乗っ
取った高品質なモノづくりを行う 

• 高品質・高付加価値商品を買いやすい価格で提供 

- ラグジュアリーとアフォーダブルの中間に位置し、既存ブランドや企業にはない
新たな価値を適正な価格で提供 

【三陽商会の目指す姿】 
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“ジャパン・プレミアム・ファッションカンパニー”実現に向け、3つの重点戦略に 
対して積極的な投資を行う 

今後の成長戦略について 

プレミアムブランド化 デジタルトランスフォーメーション M&A・資本業務提携 

概
要 

• オリジナルブランド強化 

• 直営事業強化 

• 積極的なブランディング・ 
マーケティング投資 

• サステナビリティを意識した
事業運営 

• EC強化 

• 企画・生産・リテール・物流・
マーケ領域でのデジタル活
用による効率化・高度化 

⁻ アナリティクス・MD 

⁻ オーダー・カスタマイズ 

⁻ オムニチャネル 等 

健全な財務基盤を活用した、
M&A/投資による成長加速 

• プレミアムブランド 

• デジタルケイパビリティ 

成
長
投
資 

A&P 対売上比 

5%～ 

想定投資規模 
(2020年までに) 

100億円超 
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プレミアムブランド化①：直営強化 
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コーポレートブランド・オリジナルブランドを中心として直営店出店を加速 
マーケティング投資の積極化と合わせブランド価値の向上を図る 

コーポレートブランド オリジナルブランド 

S.ESSENTIALS  
日本橋高島屋 
S.C.店 
 
• 2018/9/25 

新店オープン 

三陽山長 
日本橋高島屋 
S.C.店 
• 2018/9/25 

新店オープン 

EPOCA THE 
SHOP  
丸の内 
 
• 2018/9/14 

リニューアル 
オープン 

LOVELESS 
SunnySideFloor 
新宿フラッグス店 

• 2018/10/5 
新店オープン 

グランフロント大阪店 

• 2018/10/5 
新店オープン 
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プレミアムブランド化②: ブランディングマーケティング強化 
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これまで抑制してきたブランディング・マーケティング投資を積極化 
ブランド単体に加え、全社横断での大規模な打ち出しも展開 

2018AW コートプロモーションプラン 

11月以降の冬物最盛期に三陽商会の強みであるコート
を軸としてブランド横断で打ち出し 
 
マーケティング施策 
• 2018/11/16(金）の朝刊折り込み 

⁻ 朝日新聞・中日新聞・西日本新聞等を中心に全
国280万部配布予定 

⁻ タブロイド10万部増し刷り全国対象店舗に展開 
• メインモデルには世代を超えて人気が高い、杏(女優・

モデル）を起用（広告期間：11/16-12/31） 
 
チャネル施策 
• 誌面連動期間限定ショップ “The COAT Station”              

を全国主要店舗17店舗で開催 
• SANYO Style MAGAZINE上に特設ページを設定、

デジタル面での訴求・販売も強化 
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プレミアムブランド化③：サステナビリティ 
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• 創業者Raan & Shea兄弟が世界中を旅する中
で、発展途上国の経済発展の橋渡しとなるビジネ
スモデルを志したことが創業のきっかけ 

• “地球の市民”として世界規模で雇用を作ることを
ミッションに活動 

APOLIS（Global Citizen） リアルファー使用禁止（2019年秋冬～） 

動物の尊厳尊重の観点から、2019年秋冬商材から 
リアルファーの使用を全面禁止 
• 全ブランド・全商品でミンク、キツネ、ウサギ、アライグ

マ、カンガルー等の毛皮全般の使用を禁止 
(雑貨や部分使いも含む） 

「GLOBAL CITIZEN」をコンセプトに謳う「APOLIS」展開を開始 
サステナビリティ・アニマルウェルフェアの観点からリアルファー使用を禁止 

2018/10/20 APOLISローンチイベント 
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バリューチェーンの全領域において積極的なデジタルトランスフォーメーションを推進 
注力領域・テーマは、“パーソナライズ・シームレス・カスタマイズ・AI活用” 

店頭/販売 
• パーソナライズされた接客 
• シームレスな購入体験 
• 店頭オペレーションの効率化 

CRM/マーケティング 
• シームレスなブランド体験 
• MROIの見える化 
• 会員基盤拡大・ファン化 
 

EC 
• シームレスな購入体験 
• 新規ビジネスモデル構築 

⁻ モール、D2C、サブスクリプション等 

物流/倉庫 
• 作業効率の向上 

• プロフィットセンター化 

    企画/MD 
• AI活用による企画精度向上 

• データ活用による期中対応強化 
 

生産/仕入 
• デジタルPO/カスタマイズ 
• モノづくりサイクルの短縮/ 

効率化 

 

Sanyo 

Digital 

Trans-

formation 

川下（顧客接点） 川上・川中（商品供給基盤） 

デジタルトランスフォーメーション：全体像 
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デジタルトランスフォーメーション：ABEJAとの業務提携 
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AIを活用した新たな顧客体験の実現を目指し、株式会社ABEJAとの業務提携を締結 

株式会社 ABEJA 会社概要 

株式会社 ABEJA  

代表取締役社長 岡田 陽介 

東京都港区白金1-17-3  
NBFプラチナタワー10F 

5,399,974,043円（資本準備金含む） 

ディープラーニングを活用したAIの社会実装事業 

https://abejainc.com 

会社名 

代表者 

所在地 
 

資本金 

事業内容  

URL 

ロゴマーク 
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デジタルトランスフォーメーション：ABEJAとの業務提携 
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シームレスかつパーソナライズされた顧客体験の実現を目指す 

ユーザー 

アプリビーコン 
／顔画像 

来店 

店舗 
スタッフ 

• 顧客のプロフィール 
• 過去の購入履歴 
• ECサイトやアプリの閲覧履歴 
• お勧めする商品など 

Aさん 
XXXX 

過去の購入履歴 

スタッフ保有の端末 

更に店内の顧客行動やトリガーに応じて、クーポンや 
ポイント特典等の提供を通じた、お客様の購入の 
後押しに繋がるサービスの提供等を目指す 

EC閲覧履歴や 
GPS情報 

ABEJAとの業務提携で目指す新たな顧客体験の例 

※顔画像については、個人情報保護法ならびに、IoT推進コンソーシアム、経済産業省及び総務省が策定した「カメラ画像利活用ガイドブックver2」を遵守の上、
統計化する、匿名加工を行う等した上で取り扱います。 



Copyright ©SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved. 

M&A・資本業務提携：対象企業の考え方 
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Future Sanyo Vision 

【重点戦略】 

① 世界に誇るクラフトマンシップを強みとし、ブランディング
とマーケティングの強化を通じたプレミアムブランド化 

② バリューチェーン全領域でのデジタルトランスフォー
メーションの推進 

③ 積極的なM&A・資本業務提携を通じた成長加速 

 

【三陽商会の目指す姿】 
ジャパン・プレミアム・ファッションカンパニー 
• 日本のクラフトマンシップに基づく、圧倒的なモノづくりの

実現 
-製造工程の一部/全部を日本に置き、日本固有のク
ラフトマンシップに乗っ取った高品質なモノづくりを行う 

• 高品質・高付加価値商品を買いやすい価格で提供 
-ラグジュアリーとアフォーダブルの中間に位置し、既存 
ブランドや企業にはない新たな価値を適正な価格で
提供 
 

投資先候補の考え方 

プレミアム 
ブランド 

デジタル 

• 国内・海外においてクリエイティブ/オリジナ
ル性で高い評価を受けるブランド 
 

• クラフトマンシップを強みとしてユーザーから
高い評価を受けるブランド・企業 
 

• サステナビリティ/エシカルをブランドの 
コアとして打ち出すブランド・企業 

• 既存のECと異なるビジネスモデルを 
打ち出す企業 

⁻ サブスクリプション、D2C、C2C 
予約販売、価値訴求型 等 
 

• バリューチェーン各領域でのイノベーションを
加速するケイパビリティーを保有するベン
チャー 

⁻ MD/生産/店頭/物流/マーケ 

Future Sanyo Visionとの整合性をとり、プレミアムブランド・デジタルに 
フォーカスを絞りM&A・資本業務提携を積極化 
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2019年度修正計画（連結） 

売上高の成長、販管費の引き下げを通じ営業利益の黒字化を達成する 
（2018年度着地確定以降に要精緻化） 

2019年 
見込み 

財務数値 
(億円) 

主要財務 
指標 

2018年 
着地見込み 

2019年 
当初計画 

2018年 
着地差 

2019年 
当初計画差 

620 売上高 605 650 +15 ▲30 

売上総利益 305 295 325 +10 ▲20 

販管費 300 311 305 ▲11 ▲5 

営業利益 5.0 -16.0 20.0 +21.0 ▲15.0 

売上総利益率 49.2% 48.8% 50.0% 0.4% ▲0.8% 

販管費比率 48.4% 51.4% 46.9% ▲3.0% ▲1.5% 

営業利益率 0.8% -2.6% 3.1% +3.4% ▲2.3% 
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施策実行によるインパクト：売上（連結） 
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施策実行による売上インパクト 

1.その他=卸 

EC/デジタル 

アウトレット/ 
その他1 

直営 

百貨 
既存事業 • 現状の市場環境を考慮し、前年並みから微減で想定 

新規事業 
• 百貨店/直営店向けレディース新ブランドを立ち上げ 

₋ 19AW 20店舗立ち上げ予定 

直営店のS&B 

• 18AW以降の出店9店舗分の売上増 
• 18AW以降の退店5店舗分の売上減 
• 19AW立上げリニューアル店の増減 
• ブランディング・マーケティング投資による既存事業強化 

自社EC 

• デジタルコンテンツ拡充による売上増 
• ブランドサイトの切り出しによるブランド単体ECの売上増 

₋ 2019年5月までに4ブランド立上げ予定 
• 18AW モールビジネス立ち上げによる売上増 

既存事業 
• 既存事業によるアウトレット販路の有効活用 

₋ 商品消化/早期換金化の促進 

外部EC • 市場環境を踏まえ現状の売上進捗で伸びると想定 

新規出店 • 18AW出店1店舗による売上増 

各展開チャネルでの具体的施策の積み上げで連結で15億円程度の売上増を見込む 
（2018年度の着地をベースに要精緻化） 
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構造改革 
（経費削減） 

施策実行による利益インパクト 

成長戦略 
(追加投資) 

人件費の適正化 
• 希望退職制度による適正な人員配置 

⁻ 2018年末 約250名を予定 

その他の効率化 
• 不動産賃料の削減、業務委託費の内製化、 

清掃警備の自動化、物流費の低減 等 

A&P強化 • 宣伝/販促等マーケティング投資の強化 

• 企画・生産・リテール・物流・マーケ領域でのデジタル活用に 
よる効率化・高度化への投資 

M&A/投資 • M&A/投資関連投資 

店舗投資 
• 19年 新規出店 5店舗出店投資 
• 直営事業強化-店舗リニューアル投資 
• 新規事業出店 20店舗出店投資 

構造改革実行を通じた販管費の適正化と並行して、成長投資を積極化し利益を創出 

デジタル改革 

売上総利益の増加 • 売上高成長と粗利率改善に伴う売上総利益の増加 
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本資料は、株式会社三陽商会及び関係会社の財務情報、経営情報等の提供を目的としており、いかなる表明、保証を行うものでは 
無く、投資勧誘を目的としたものではありません。実際に投資を行う場合は、本資料の掲載内容に依拠した判断はお控え頂き、 
皆様ご自身で投資のご判断を行いますようお願い致します。  
 
本資料掲載の情報は過去の事実以外に当社の将来の見通しを含み、諸処の社会的事情や経済的事情により、変動する可能性が 
あります。本資料の情報を使用されたことにより生じるいかなる損害について、当社が責任を負うものではありません。  
 
本資料に掲載された将来の見通しについて、新たな情報や将来の事象に起因し修正し公表する義務を負いません。  
 
本資料においては、当社が証券取引所などに開示している情報を全て含んでおらず、開示内容と異なる表現を採用している場合も 
あります。掲載内容を予告なしに削除又は変更をする場合があります。  
 
本資料の掲載内容には細心の注意を払っておりますが、掲載内容に誤りが生じた場合や第３者によるデータの改ざん、 
データダウンロードなどによって生じる障害などについて、当社は理由を問わず一切の責任を負う事はありませんのでご承知ください。  

免 責 事 項  

23 



Copyright ©SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved. 

＜本資料に関する問い合わせ先＞ 

経営統轄本部 経営企画部長 

氣田 宣行 

℡ 03-6380-5421 


